
大飯発電所２号機　燃料集合体漏えいに係る調査結果について（原因と対策）
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装荷体数：１９３体
（23ｻｲｸﾙでの内訳)
　・55,000MWｄ/ｔ：１９２体
　・48,000MWｄ/ｔ：　　１体
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超音波による調査結果

【燃料集合体の仕様】

燃料タイプ：１７×１７型
全長：約４ｍ
全幅：約２０ｃｍ
支持格子数：９個

燃料被覆管材質：ジルカロイ－４
※１
または

　　　　　　　　　　　ジルコニウム基合金
※２

燃料被覆管外径：約１０ｍｍ
燃料被覆管肉厚：約０．６ｍｍ
燃料棒の本数　：　２６４本

※１：最高燃焼度48,000MWd/ｔの燃料
※２：最高燃焼度55,000MWd/ｔの燃料
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燃料棒第９支持格子部の写真（Ｏ－１５の例） 燃料棒第９支持格子部の写真

燃料棒

ばね板と燃料棒の
間に隙間が認められた

　３本の燃料棒には、燃料棒と支持板ま
たはばね板との間に隙間が認められた

　明らかな隙間等は認められなかった

KCHC８１の調査結果 KCHC８８の調査結果
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微小な振動による摩耗の推定メカニズム

　漏えい燃料棒のファイバースコープによる調査結果
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燃料棒と支持板が接触して
いる部分で、摩耗が生じたも
のと推定

支持板：燃料棒を保持するための突起
ばね板：燃料棒を支持板に押え付けるためのばね

燃料棒側面図

水力振動の影響や当該燃料集合体
の支持格子保持力等の要因により

微小な振動
※
が発生支持板

支持板

支持板またはばね板部の接触
する面で摩耗が発生

微小孔（ピンホール）が発生
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※振動させる力が、中心
部より相対的に強くなる
可能性がある範囲
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